
2017 年 12 月 13 日 

臨床データ利用のお願い 

 

海南病院では、以下の研究を実施しています。本研究の対象者に該当する可能性のある方

で、カルテ情報を研究目的に利用されることをご希望されない場合などお問い合わせがあ

りましたら、お手数ですが以下の問い合わせ先にご連絡ください。 

  

1. 研究課題名 

  肺結核患者における空洞形成と免疫・栄養状態の関連についての検討 

 

2. 研究責任者 

海南病院呼吸器内科  中尾 心人 

 

3.  研究の概要  

2014 年の日本の結核罹患者数は 10 万人当り 15.4 人であり、EU や北米の先進国に比べ

3～5 倍の罹患率があります。新登録結核の 50％以上が 70 歳以上、1/3 が 80 歳以上と報告

されており、これは結核既感染者が高齢化に伴い免疫能が低下し、再燃を起こしてくるこ

とが 1 つの要因と考えられています。また今後も高齢化とともに高齢者結核患者は増加す

ると考えられています。 

これまで結核患者の臨床研究において、血清アルブミン値や末梢血リンパ球数、栄養学

的予後栄養指数などと結核発症および臨床機転などとの関連について様々な検討がなされ

ています。また、肺結核患者から他者への結核感染リスクを判断する際に重要とされてい

る肺の空洞形成についても、結核患者の免疫状態や栄養状態との関連が考えられています。

しかし、肺の空洞形成と免疫および栄養指標との関連についての検討は、未だ十分にはな

されていない状況です。そこで、当院において肺結核と診断された方の画像を再確認し、

肺内の空洞形成の有無と、免疫および栄養指標（採血結果や身長・体重などのデータ）の

関連について検討を行うことにしました。 

具体的には 2008 年 4 月から 2016 年 3 月に、当院において抗酸菌培養で結核菌が陽性と

なった肺結核の方について、血清アルブミン値や末梢血リンパ球数、好中球リンパ球比、

栄養学的予後栄養指数、BMI などと肺の空洞形成の関連について後方視的な研究を行いま

す。 

当院での結核診療は地域の基幹病院として不可避であり、また免疫・栄養指標と肺結核

患者の空洞形成に関する検討を行うことは、今後、当院で結核診療および感染対策を行っ

ていく上で有用な情報が得られるものと思われます。尚、後方視的な検討であるため患者

個人への不利益及び危険性は無いと考えられます。 



 

4. 研究方法 

①対象となる患者さん 

2008年 4月から 2016年 3月の間に、当院において痰や気管支鏡検体などを用いた抗酸菌

検査にて、結核菌が培養陽性となり、肺結核と診断された方。 

 

②使用する試料等 

  残余検体：使用なし（追加検査等は行いません）。 

  カルテ情報：主に初診時（結核と診断された時）の採血データ、胸部画像データ、お

よび身長・体重、喫煙歴、主訴、経過などのカルテ記事記載内容を使用します。 

 

5. 個人情報の取扱い 

貴重な患者さんの個人情報は、「個人情報保護法」及び「人を対象とする医学系研究に

関する倫理指針」など各種法令に基づいて管理します。また、研究成果は学会や学術

雑誌で発表されますが、その際も患者さんを特定できる個人情報は利用しません。 

 

6. 問い合わせ先・相談窓口 

JA 愛知厚生連 海南病院 呼吸器内科  中尾 心人 

電話：0567-65-2511（代表） 

 


